



























































































































































































































































































































































































































































の伝道」 （マネッケ） といってよいと思いますが， その証しに
ついて， こう書いています， したがってそれは伝道についても
言いうることです。概念のキリスト教的意味での証しとは，控
えめに言えば， 「私が私の隣人に向かってなす挨拶のことであ
り，私がイエス・キリストの兄弟を， それゆえ私自身の兄弟を
その中で見いだすことを期待する者との私の交わりの告知であ
る。……証人は自分の隣人にあまりに近寄りすぎることをしな
いであろう。……証しはただ神の恵みの自由を最高度に尊重す
ることの中でのみ， それゆえにまた他者を－彼は私から
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まったく何も期待してはならず，すべてを神から期待しなけれ
ばならない一最高度に尊重することの中でのみ存在する」
(『教会教義学｣)。伝道はたしかに神がなさるのであって，われ
われのなすべきことは，神とキリストによるその救いの証しで
す。そしてそれは他者を最高度に尊重することによってしか，
おこなわれえないことです。それが教育でも牧会でも生かされ
ることを願っています。
(教職セミナー 2009．8．31）
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